
【レベル】� ★☆☆
【重要度】� ★★★
【目標時間】� 10 分

解説 1� 英文は暗唱できるまで繰り返し音読すること。

　　　演習 1：基本問題　日本語に訳しなさい。

  動詞の現在形が、現在の〈日常的な動作・状態〉などを表すのに対し、 
現在進行形は、すぐに終わる可能性が高い〈継続的〉な動作を、 
現時点で〈瞬間的〉・〈一時的〉に切り取った状態を表す。

  動詞は〈am / is / are＋ -ing形（現在分詞）〉の形になり、「今～している（ところ）」と訳せる。 
内容的に主語＝現在分詞（補語）が成立する〈第 2文型〉。

   He is eating soup now.「彼は今、スープを飲んでいる。」〈瞬間的〉 
※ 内容的に、He＝ eating soupが成立している状態をイメージするとよい。 

cf.  He eats soup every morning.「彼は毎朝、スープを飲む。」〈日常的〉
  Are you thinking about moving?「引っ越しすることを考えているのですか。」

  〈状態〉を表す動詞で、すぐに終わる可能性が低いものは、進行形にしないのが基本。 
進行形にしない主な動詞とその意味には、know「知っている」、see「見える」、hear「聞こえる」、 
belong「属する」、resemble「似ている」、like「好きである」、live「住んでいる」などがある。

   She knows the inside story of the event.「彼女はその事件の内情を知っている。」〈状態〉 
※ ×She is knowing ～ .とは言わない。 
いったん「知った」ことがすぐに「終わる」（忘れる）ことはないからである。

  【重要】�現在進行形は、「今～している」イメージから派生して、 
 「～しつつある〈変化〉、～する予定だ（準備ができている）」と訳せることもある。

  The battery of this laptop is dying.「このノートパソコンのバッテリーは切れかけている。」
  I'm leaving for Hakata tomorrow morning.「明朝、博多に向けて出発する予定だ。」

  〔参考〕 状態動詞でも、see「交際する」など、意味によっては進行形にできる。 
また、瞬間的・一時的であることを強調するために、進行形にすることもある。

   She is living in Vancouver. 

「彼女は（一時的に）バンクーバーに住んでいる。」〈一時的状態〉 
cf.  She lives in Chiba.「彼女は（日常的に）千葉に住んでいる。」〈日常的〉

　1. What are you reading?
 「
 」
　2. It is snowing hard.
 「
 」
　3. Something bad is happening to him.
 「
 」

MdG_220302：時制（現在進行形）

演習 1：解答・解説� 英文は暗唱できるまで繰り返し音読すること。

1.　「何を読んでいるのですか。」　※疑問代名詞 whatを

使った現在進行形の疑問文。Whatは readingの目的語。
2.　「雪が激しく降っている。」　※現在進行形の文。天気
を表す文では主語に Itを使うことが多い。hard「激しく」
は〈程度〉を表す副詞。

3.　「何か悪いことが彼の身に起こっている（起こりつつあ
る）。」　※「（現在）起こっている」〈瞬間的〉、「起こり

つつある」〈変化的〉の 2通りの訳が考えられるが、共通
するニュアンスを感じ取れればよい。something bad「何
か悪いこと」が主語。some-や any-で始まる名詞は後ろ
から修飾する。ex.) somewhere safe「どこか安全なとこ
ろ」。

A

関連項目 ⇒  MdG_220103：基本動詞の活用一覧 
MdG_130102：句と節の違い（名詞節と副詞節） 
MdG_150101：文の要素と副詞
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演習 2：解答・解説� 英文は暗唱できるまで繰り返し音読すること。

1.　「警察が行方不明の少年を発見したとき、彼は泣いて
いた。」　※Whenの節は、「警察が少年を発見した」過
去の一時点を表す副詞節。主節は過去進行形。

2.　「私が言っていることを聞いていますか。」　※ what I'm 

saying「私が（今）言っていること」は、関係代名詞
whatと現在進行形を含む名詞節で、listen to「聞く」
の目的語。主節は現在進行形の疑問文。

3.　「1980年代、男子はみんな放課後に野球をしていた。」　
※主節は過去の〈習慣〉を表す過去進行形。every ～ 

「あらゆる～」は単数名詞を修飾する。

4.　What are you thinking (about/of)?　※現在進行
形の、疑問代名詞 whatで始まる疑問文にする。文脈
や言い方によってニュアンスが変わる。What are you 

thinking?「何を考えているんだ。」は〈非難〉のニュアン
スを含むこともある。think about/of ～は「～をじっくり
/ふと考える」の意味。例えば恋人同士が黙っている相手
に「何を考えているの。」と尋ねるときは、What are you 

thinking about?で、少し丁寧なニュアンスになる。なお、
What do you think?は「あなたはどう思いますか。」の
意味なので、ここでは不正解とする。

解説 2� 英文は暗唱できるまで繰り返し音読すること。

  過去進行形は、現在進行形の be動詞（am/is//are）を過去形（was//were）にした、 
〈was/were＋ doing形（現在分詞）〉の形で「～していた、～しているところだった」と訳せる。 
過去の一時点を切り取って限定するための、〈時〉を表す副詞表現を伴うことが多い。

   He was sleeping when I called him.「私が電話したとき、彼は寝ていた。」 
※ when I called him「私が彼に電話したとき」は過去の一時点を表す副詞節。

   She was living in Vancouver this time last year. 

「去年の今頃、彼女はバンクーバーに住んでいた。」 
※ this time last year「去年の今頃」は過去の一時点を表す副詞句。

   She was not living in Chiba then.「そのころ、彼女は千葉に住んでいなかった。」 
※ 現在進行形でよく使う副詞 now「今」に対し、 
過去進行形でよく使う対照的な副詞は then「そのとき、そのころ」。

  進行形は、〈習慣〉や、行動の長さの〈強調〉を表すこともある。
  He is always sleeping during recess.「彼は休み時間にいつも寝ている。」〈現在・習慣〉
  He was sleeping all day yesterday.「彼は昨日は一日中寝ていた。」〈過去・強調〉

　1. When the police found the missing boy, he was crying. （形容詞 missing「行方不明の」）

 「
 」
　2. Are you listening to what I'm saying?
 「
 」
　3. In the 1980s, every boy was playing baseball after school.
 「
 」
　4. （あなたは）何を考えているの。
 「
 」

　　　演習 2：基本問題　日本語は英語に、日本語は英語に訳しなさい。B

MdG_220302：時制（過去進行形） 【レベル】� ★★☆
【重要度】� ★★★
【目標時間】� 10 分

©2020 武里出版


